
相模原市では、今後、人口減少や少子高齢化などが進む中、老朽化した公共施設への対応
が大きな課題となっています。
そこで、「みんなで考える」をテーマに、限られた財源の中で、これからの相模原市らし
い公共施設のあり方を考え、その実現に向けたアイデアや視点を提案してもらうためのワー
クショップを開催してきました。

みんなで考えよう、公共施設のあり方ワークショップ通信
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第４回ワークショップは、これまでの成果をまとめたポスターを囲みながら、ワーク
ショップメンバーと、ご来場のみなさんで一緒に話し合う、ポスターセッションを開催し
ました。

第４回ワークショップ成果発表会 in サン・エールさがみはら開催︕
１１月３０日（土）午後１時３０分～午後４時（ＷＳ参加者４３名、一般参加者２１名）

①説明する人と見学
する人に分かれて、
まずはポスターの内
容の説明を聞きに。

②ポスターを前に、
みんなであれこれ
意見交換︕

③イイネコメントを
付せんに記入︕

④自分のお気に入り
のポスター（１位か
ら３位）に投票︕ 相模原市 企画財政局 企画部 経営監理課

〒 252-5277 相模原市中央区中央2-11-15
☎ 042-769-9240

相模原市 公共施設 ワークショップ 検索
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自分のお気に入り投票結果

どのポスターも、ワクワク感があり、将来を見据え
つつも、実現性まで考慮されている、とてもステキな
内容でした。

順位 提案

１位 地域を育てる ホットな居場所
（中央区２グループ）

２位 トイレで相模原を変える︕
（南区２グループ）

３位 つながる～青野原コミュニティモール～
（緑区２グループ）



讃岐先生コメント︕
どうしても引っ張られがちな建物の「名称」

への指摘、その通りだと思います。
施設の運営ルールを整えるという発想も具体

的に実現可能だと思います。
「やれるところから変えよう︕」という

メッセージを感じました。

讃岐先生コメント︕
投資すべきは建物よりも「つながり」で

あるというメッセージ、とても共感できます。
行政はまとめ役だけど、主役は自治会・市民

・民間企業という発想も素晴らしいです。

みんなからのコメント
・マイナンバーに着目したところがすごい︕
・ポイントカードの利用で、施設の利用促進を
図るアイデアが良い。

・ＳＮＳのイメージが分かりやすかった。
・ライドシェアのアイデアが良かった。
・親しみやすい公共施設等のネーミングは、
施設に行く意欲がわく。

・今あるものを有効活用するという点に
フォーカスされていて分かりやすい。

みんなからのコメント
・青野原というところにスポットをあてたのが
素敵。

・学校をメインとしたコミュニティの目のつけ
どころがすばらしい。

・つながりに投資という発想が良い。
・一つの施設で複数の使用方法があるので、
とても便利で効率的な運用が出来て良い。

・お酒が飲める公共施設の発想がグッド︕
・青野原コミュニティモール、ぜひ実現して
ほしい。

３位



讃岐先生コメント︕
単なる「事後の広報」ではなく、

“リアルタイムで発信する”という
アイデアがイケテル︕︕

讃岐先生コメント︕
地域の資産は公共施設だけではない。
それらすべてをきちんとPRすることが

大切、というメッセージが込められていま
すね︕

みんなからのコメント
・直観的に施設やイベントの状況がわかる
アイデアがいい。

・“直観的に”って言葉がステキ。広報で一番
大切なポイントな気がする。

・「気軽にふらっと」というテーマがとても
良い︕

・利用状況のLIVE配信は、施設利用の敷居を
下げるのには良い。

・気軽さとオシャレは利用を伸ばすポイント︕

みんなからのコメント
・大型バスに詰め込んだ市民の思いが良く
表現されている。

・発信基地があることによって、どこに行けば
何ができるのかが分かりやすくて良い。

・バスを利用して人を呼び込むアイデアが
面白い。

・説明する方がみんな明るくて楽しい。
・地元愛の強さが半端ない︕
・ぜひ、三ヶ木に拠点施設を︕︕



讃岐先生コメント︕
集めるための手段ではなく、

「集まる場所がどこか︖」という発想の
転換がカッコ良い︕︕

讃岐先生コメント︕
コミバスを出すという要望型の

アイデアに対し、ゴミ袋有料化という
「稼ぐ」アイデアがＧＯＯＤ︕

みんなからのコメント
・ゴミ袋の有料化などで費用捻出するアイデア
が良い︕

・循環バス欲しい︕
・体力テスト楽しそう。
・発信だけでなく、イベントも考えている
ところが良い。

・経費のかかるアイデア、自分たちが汗をかく
アイデア両面から考えるのは面白い。

・イベントを通してすべての人たちが楽しめる
企画が良い。

みんなからのコメント
・学校をコミュニティの核にするところに
共感︕︕

・空き教室を有効活用する取組みが良い︕︕
・子どもと大人が自然とつながることが出来る
場になると良いと思う。

・学校を上手に活用して、多くの人々に使用
してもらえるアイデアが良い

・人づくりに力を入れているところがグッド︕
・実現性が高く、イメージしやすい。

1位



讃岐先生コメント︕
ある１つの「まちの装置」を取り上げて、

とても具体的なアイデアにしている点が
ステキ︕他の施設にも発展できそう︕

讃岐先生コメント︕
「見える化」と「市民参加」がこの

プロジェクトの“ビジョン”になっている。
そのための“アイデア”も具体的で面白い︕︕

みんなからのコメント
・トイレから集客という発想が良い。
・トイレの美化は大いにやって欲しい。
・誰もが利用するトイレをもちいることで、
市民参加や企業をまきこんでいける良い
企画だと感じた。

・防災の面からも、着眼点が良い。
・本気で進めたら広く人を呼び込む
コンテンツになるかも︖と思った。

・１番早くできそう︕

みんなからのコメント
・イベント等のＰＲに力を入れてるところが
良い。

・４つのアイデアに分けていて分かりやすい。
・利用度ランキング上位に優先して投資して
いくアイデアは思いきりが良くて面白い。

・利用度を数値化して見える化するという
発想がとても良い

・情報伝達の重要性がよく表現されている。
・キャッチコピー、イラストがかわいくて
親しみやすい。

２位



今回のワークショップは、首都大学東京の讃岐先生と学生の皆さんの協力をいただきました︕

讃岐 亮 助教 プロフィール
首都大学東京 都市環境学部 助教
専門は、都市計画学。
これまで、多くの自治体において、
公共施設の再編に関する計画策定な
どを支援。

今回のワークショップで「面白いアイデアはありました
か︖」「楽しい街の未来が描けましたか︖」「楽しいディ
スカッションが出来ましたか︖」
今回のワークショップは、きっかけです。これから大切

なことは、「継続性」「実践」「発展性」です。
自分事（ジブンゴト）になりつつある今、これからの相

模原市の取組に期待します。

ワークショップで得た気づき
～皆さんの提案を受けて～

交流・
つながり

だれでも
使える

知っても
らう・
使っても
らう

○施設の集約・複合化

○学校など、既存建物の有効利用

○情報の一元化・予約システムの改良

具体的な取組に反映していくために

○集約施設への交通アクセスの改善

○柔軟な利用ルール・関係者の理解

○わかりやすい情報発信・予約方法

× ×
建物・情報システム 交通アクセス・運用

市としてもこのワークショップで、皆さんから教えてもらったアイデアや思い、考えを受け止めな
がら、より一層、これからの時代を見据えた公共施設のあり方を検討、実践していきたいと思います。

讃岐先生コメント︕
既存の施設でも、使い方の工夫、運用の

工夫で、もっとサービス水準を上げられる、
という考え方がGood。

みんなからのコメント
・市民が気軽に利用できる施設、場所が必要。
・新しいルールを「みんな」でつくるのが
いい︕

・ルールの見直しで使いやすくしようという
ソフト的な取組が良い。

・現状うまく使えていないスペースを有効活用
することは必要。

・公民館の敷居を下げるアイデアがたくさん
出てて良かった。


